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JICA東北 市民参加協力課

外国人材受入・多文化共生班



JICAといえば海外？
JICA At A Glance 一目でわかるJICA より https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/index.html

https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/index.html


JICAの参画から3年目
All Japanの取組へ２０２０年度より参画

「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」
最新R４年度版：

JICAの強み
• 開発途上地域（主な送出地域）との信頼・絆 + 国内企業・自治体・NGOとネットワーク

• 国際協力で培った経験と知見

• 帰国海外協力隊員、専門家など多様な価値観に対応できる人材

【共生へ】

【外国人材の円滑かつ適正な受入れへ】

施策１４１

送出し機関を補完す
る支援・人材育成等

施策７９

高度人材への
日本就職情報提供

https://www.moj.go.jp/isa/policies/coexistence/nyuukokukanri01_00140.html

施策９５

外国人地域
リーダー育成

施策１５３

送出し国の実態把握・法令等の調査、
地方公共団体や関係団体等
が進める取組の側面支援

施策１５４

日系社会との
連携強化

施策１８５ 【国内での中心的取組】
外国人・日本人の双方が共生社会の担い手
となる体制構築・地方公共団体、NPOとの連携

社会参加意欲のある外国人
多文化共生に理解のある日本人の育成

https://www.moj.go.jp/isa/policies/coexistence/nyuukokukanri01_00140.html


外国人材受入れ支援リーフレット
JICA In Actionn Vol.3 より

各国語版もあります。お問い合わせください！
https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/action_FHR.htmll

https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/action_FHR.html
https://www.jica.go.jp/about/at_a_glance/index.html


東北の課題（≒地方の課題）

2020年度 東北における外国人材の現状・課題等調査

2021年度～「自主防災」など地域活動への外国人の参加聞取り

① 外国籍人口割合低く、諸問題は深刻化前

→ 労働力需要高・今後確実に増加

② 外国人・受入企業/団体と地域コミュニティの

接点/交流が少ない

共生への課題も見えにくく、急な深刻化が懸念

（1990年代日系人受入から30年の教訓）

→ 行政サービスの「多言語」対応は進む

・防災への外国人の参加・避難所の多文化配慮

⇔ 普段の助け合い、異文化理解・交流

・教育現場での外国とつながる子供たちや家族への対応

など細かな取組は自治体、自治会・学校「長」次第・まばら

https://www.jica.go.
jp/tohoku/enterprise
/survey/index.html

https://www.jica.go.jp/tohoku/enterprise/survey/index.html


JICA東北での重点取組み（計画）
2022年7月現在

コミュニティ
企
業

学
校

国際貢献 + 地方創生⇒人材還流モデル
企業・団体

⚫ 東北の中小企業の技術や知識による開発途
上地域の課題解決

⚫ 東北と母国で活躍する外国人材の育成

2つを合わせ地域活性化！「JICA中小企業・
SDGsビジネス支援」の説明・応募勧奨⇒8/4

東北 + JICAのノウハウ⇒防災・共生実践
自治体・町内会・地域住民・学校・企業

⚫ 3.11の学び「だれも取り残さない」

⇒自治体・自治区の自主防災や交流取組み

⚫ JICAの「住民参加型復興」や「多文化共
生」 ノウハウ

融合したアイデアを自治区・校区サイズで試
行実践し東北で共有（勉強会など）

知りたい + 知ってもらいたい⇒出前講座
学校・企業・自治体・町内会・NPOどこでも

⚫ 外国人住民とコミュニティ・学校の交流
⚫ 多様な子供達が楽しく通う学校づくり
⚫ 外国人材への地域住民の理解向上
⚫ 日本人従業員と外国人の相互理解・交流

企画づくり、講師派遣、教材の紹介

生きがい+居場所づくり⇒「学び」の場提供
外国人住民・支援グループ

東北で永住も考える外国人の

⚫ もっと学び社会貢献したい

⚫ もっと受入れられたい

強い思いを、日本語学習教室などの協力でく
み取り、地域での活躍実現をサポート

帰国隊員、スタッフ・
専門家、長期研修員（留
学生）JICA海外事務所

東北で実施される研修へ
のオブザーバー参加や
教材活用など



本セミナー「壁を越えるヒント！」

ご参加の皆様と外国人材が共に
「共生社会の担い手」となる一歩を後押し、サポート

外国人材の地域活動や
学校の国際理解教育へ
参加をお願いしたいが
受入企業と接点がない…

活動やイベントへの
「二社目」「複数企業」
のご参加が難しい…

今まで接点なく

初めての交流で想定外
の摩擦が起こらないか

不安

外国人材同士の交
流から人材流出な
どが少し心配…

• 利用できる相談窓口、講座、情報、サービス
• 「やってよかった」活動例
• どう越えたか！背景や工夫例

1
接点づくり・参加

３
一般従業員の参加

２
二社以上の参加

自治体・町内会・学校 受入れ企業・団体

一般従業員の参加
は難しい…



➢ 道路建設予算の不足
中期国家開発計画（2015-2019）では、インドネシ
ア全土の連結性（コネクティビティ）の向上による地方
開発の方針を掲げているが、インフラ整備予算の半分は
調達目処が立っていない

➢ 市民の交通安全
コスト削減のために安価なオ
ーバーレイ工法が選定されて
おり、道路に写真のような段
差ができ、 市民の交通安全
が脅かされている

➢ アスファルトコンクリート廃棄物を活用した循環型舗装技
術

• これまで放置されていたアスファルトコンクリート廃棄物お
よび舗装維持管理により切削させるアスファルトを再生し、
舗装に用いることでコスト削減を実現する

• 日本基準に適合した高品質な舗装および施工管理
技術を 移転する

• PMS（舗装マネジメントシステム）を活用した最適な
維持管 理により、道路維持管理コストの削減を図れる

➢ アスファルト廃棄物再利用技術をインドネシア国内で促進させ、道路の開発課題対策として波及させていく
➢ 循環型舗装技術のノウハウをインドネシア内の他都市へ移転していく（アスファルトの再生、舗装・施工管理及びPMSの
パッケージ化）

日本の中小企業のビジネス展開

企業・サイト概要

■ 提 携 企 業 ：株式会社 菅原工業

■ 提案企業所在地 ：宮城県気仙沼市

■ サイト・C/P機関 ：西ジャワ州、 C/P： 公共事業省西ジャワ州 道路総局エリアⅢ

中小企業の技術・製品インドネシア国の開発課題
再生アスファルトを活用した舗装

オーバーレイ工法により脱輪した車

調査を通じて提案されたODA事業及び期待される効果

ODA事業：普及・実証事業
効果：循環型舗装技術による製造・施工・維持管理費の
削減効果の実証、循環型舗装技術の移転、循環型舗装
技術の優位性の周知

実施中の人材還流の取組

還流人材を現地法人で積極的に採用し、日本で学んだ
技能を現地で活かしている。将来的には帰国実習生に
も現場監督レベルの業務を任せる予定。日本にインドネ
シアでの事業を逆輸入する日尼循環型のビジネスを展開
している。

菅原工業（気仙沼市）



全文は：https://www.jica.go.jp/tohoku/topics/2021/ku57pq00000mou8a.html

菅原工業：JICA東北内の特集記事（抄）

https://www.jica.go.jp/tohoku/topics/2021/ku57pq00000mou8a.html

